
〔
書
評
と
紹
介
〕

鐘
江
宏
之
著

『
律
令
国
家
と
万
葉
び
と
』

福
田

友
之

本
書
は
、
小
学
館
創
立
八
十
五
周
年
記
念
出
版
「
全
集

日
本
の
歴
史

第
三

巻
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
扱
っ
て
い
る
時
代
は
奈
良
・
平
安
時
代
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
及
び
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

立
ち
上
が
る
国
家

第
一
章

文
字
、
時
間
、
歴
史

文
字
を
使
う
（
日
本
列
島
に
登
場
し
た
文
字
｜
中
国
と
の
外
交
と
文
字
｜
四
世

紀
以
前
の
出
土
文
字
資
料
｜
文
字
を
記
す
方
法
｜
文
字
を
記
し
た
人
々
｜
文

字
の
使
用
と
社
会
）

時
間
と
の
関
係
の
始
ま
り
（
暦
を
使
う
｜
暦
の
利
用
｜
最
新
の
暦
技
術
へ
の
切

り
替
え
｜
時
計
の
導
入
｜
時
を
知
ら
せ
る
｜
時
間
を
記
録
す
る
｜
年
号
制
の

開
始
）

日
本
の
「
歴
史
」
の
始
ま
り
（
歴
史
書
の
始
ま
り
｜
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
｜

「
倭
」
か
ら
「
日
本
」
へ
｜
国
家
の
歴
史
と
し
て
の
歴
史
書
｜
天
皇
制
の
確

立
｜
天
皇
統
治
体
制
を
支
え
る
「
歴
史
」
の
創
成
｜
歴
史
認
識
の
再
生
産
）

第
二
章

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
列
島

朝
鮮
半
島
諸
国
と
の
つ
な
が
り
（
朝
鮮
半
島
諸
国
と
鉄
資
源
｜
刀
剣
に
象
嵌
さ

れ
た
銘
文
｜
木
簡
と
文
字
文
化
｜
朝
鮮
半
島
の
漢
字
用
法
の
影
響
｜
遣
隋
使

の
時
代
｜
百
済
の
滅
亡
｜
白
村
江
の
戦
い
後
の
新
羅
と
の
関
係
）

朝
鮮
半
島
方
式
か
ら
中
国
方
式
へ
（
八
世
紀
に
手
を
加
え
ら
れ
た
改
新
之
詔
｜

大
宝
律
令
施
行
に
お
け
る
路
線
転
換
｜
年
号
の
開
始
｜
大
宝
の
遣
唐
使
と
平

城
遷
都
｜
書
風
も
変
わ
る
）

東
ア
ジ
ア
の
八
世
紀
と
日
本
（
唐
・
新
羅
・
渤
海
｜
遣
唐
使
の
展
開
｜
新
羅
と

の
外
交
｜
新
興
国
、
渤
海
と
の
外
交
｜
桓
武
天
皇
と
渡
来
系
氏
族
）

第
三
章

「
日
本
」
の
内
と
外

渡
来
人
・
帰
化
人
と
日
本
社
会
（
渡
来
人
・
帰
化
人
の
波
｜
五
世
紀
の
渡
来
者

た
ち
｜
朝
鮮
半
島
の
倭
系
人
｜
仏
教
の
始
ま
り
｜
移
民
と
東
国
社
会
｜
百
済

王
氏
と
旧
百
済
出
身
氏
族
｜
技
術
者
集
団
の
行
方
）

唐
に
お
け
る
日
本
人
と
唐
か
ら
み
た
日
本
（
遣
唐
使
と
留
学
生
｜
留
学
僧
の
辛

苦
｜
中
国
で
の
名
の
り
｜
唐
人
の
見
た
日
本
）

奈
良
時
代
の
国
際
化
（
日
本
社
会
の
な
か
の
異
国
人
｜
外
国
語
の
世
界
｜
異
国

の
調
べ
、
異
国
の
も
の
）

蝦
夷
の
地
と
「
日
本
」
（
七
世
紀
の
北
方
社
会
と
「
日
本
」
の
交
流
｜
そ
も
そ

も
蝦
夷
と
は
何
か
｜
移
民
と
蝦
夷
の
東
北
社
会
）

隼
人
・
南
島
・
西
海
と
「
日
本
」
（
隼
人
社
会
と
の
交
流
｜
南
島
と
の
交
流
｜

南
の
果
て
と
西
の
果
て
）

第
四
章

国
家
と
役
人

役
人
の
始
ま
り
（
服
装
と
作
法
｜
出
勤
の
始
ま
り
｜
常
勤
と
交
替
勤
務
、
中
央

と
地
方
｜
貴
族
と
下
級
官
人
）

国
家
と
技
術
の
独
占
（
手
工
業
技
術
者
の
確
保
｜
国
家
の
組
織
と
技
術
の
独
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占
）

役
人
と
支
配
の
言
葉
（
目
に
見
せ
る
文
書
｜
声
で
聞
か
せ
る
言
葉
）

紙
と
木
の
書
類
（
役
所
と
書
類
｜
木
と
紙
の
併
用
｜
木
簡
の
形
と
使
い
方
｜
紙

の
形
と
使
い
方
）

広
ま
る
書
籍
（
初
学
書
と
し
て
の
『
論
語
』
『
千
字
文
』
｜
『
文
選
』
と
『
王

勃
集
』
｜
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』）

「
先
進
」
的
律
令
制
（
戸
籍
・
計
帳
を
つ
く
る
｜
律
令
制
と
「
は
ん
こ
」
の
文

化
｜
数
値
の
不
審
な
書
類
）

国
家
の
軍
隊
の
創
出
（
軍
団
の
成
立
｜
官
人
た
ち
の
武
装
化
｜
衛
士
と
仕
丁
の

身
の
上
｜
防
人
と
鎮
兵
）

国
家
に
と
っ
て
の
祭
祀
と
宗
教
（
神
祇
と
祭
祀
｜
教
団
道
教
は
導
入
さ
れ
な
い

｜
仏
教
と
日
本
社
会
｜
国
家
に
よ
る
仏
教
興
隆
｜
写
経
と
写
経
生
）

国
家
機
構
の
末
端
（
国
郡
里
、
国
郡
郷
｜
郡
家
と
地
方
寺
院
の
誕
生
｜
「
神
の

火
」
？

じ
つ
は
…
）

第
五
章

万
葉
び
と
の
生
活
誌

万
葉
び
と
の
衣
食
住
（
日
常
の
服
装
｜
万
葉
び
と
の
食
べ
物
｜
住
居
と
集
落
）

子
供
と
社
会
（
子
供
の
誕
生
｜
犠
牲
に
さ
れ
る
子
供
｜
社
会
に
生
き
る
子
供
）

古
代
の
名
前
（
名
前
を
つ
け
る
｜
生
活
の
な
か
の
略
称
｜
姓
の
あ
る
者
と
な
い

者
）

負
担
と
労
働
（
人
々
へ
の
負
担
｜
大
量
生
産
さ
れ
る
調
・
庸
物
品
｜
課
さ
れ
た

舂
米
労
働
｜
逃
亡
と
浮
浪
）

一
年
の
過
ご
し
方
（
農
事
と
季
節
の
把
握
｜
春
｜
夏
｜
秋
｜
冬
）

集
落
に
入
り
込
む
文
字
（
集
落
の
な
か
の
文
字
｜
サ
イ
ン
を
書
か
さ
れ
る
｜
命

令
を
伝
え
る
文
字
）

人
々
の
遊
び
（
双
六
と
囲
碁
｜
踏
歌
と
歌
垣
）

病
気
と
社
会
的
弱
者
へ
の
対
策
（
病
気
と
そ
の
対
処
｜
社
会
的
弱
者
へ
の
対

応
）

民
衆
仏
教
と
人
々
の
信
仰
・
世
界
観
（
国
家
仏
教
と
異
な
る
「
仏
教
」
｜
ま
じ

な
い
の
世
界
｜
死
と
葬
送
）

第
六
章

開
発
と
環
境
問
題

開
発
と
大
義
名
分
（
開
発
と
祭
り
｜
地
方
豪
族
と
開
発
）

道
路
と
馬
（
直
線
道
路
の
建
設
｜
馬
と
駅
家
）

都
市
の
建
設
（
都
の
建
設
と
古
墳
の
破
壊
｜
水
害
を
お
さ
め
る
｜
強
制
移
住
と

宅
地
の
指
定
、
都
市
住
民
の
誕
生
｜
大
寺
院
と
九
重
塔
｜
土
木
工
事
と
人
々

の
逃
亡
｜
地
方
都
市
の
建
設
｜
地
方
社
会
と
国
分
二
寺
｜
都
市
の
衛
生
問

題
）

古
代
の
自
然
破
壊
（
都
城
の
建
設
と
森
林
破
壊
｜
塩
山
の
争
論
｜
陶
邑
の
山
争

奪
）

以
上
、
本
書
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
、
章
節
と
ほ
ぼ
す
べ
て
の
項
目
を
紹
介
し

た
の
で
、
こ
れ
を
見
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
本
書
の
内
容
や
著
者
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
が
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
、
と
く
に
評
者
が
興
味
深
く
読
ん

だ
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

著
者
は
、
ま
ず
「
は
じ
め
に
」
で
、
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
四
〇
〇
年

を
、
日
本
と
い
う
国
家
が
確
立
し
、
整
え
ら
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の

国
家
の
も
と
で
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
暮
ら
し
て
い
た
の
か
と
い
う
視
点
を
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明
確
に
し
て
執
筆
へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
ご
と
に
述
べ
る
。

第
一
章
の
「
文
字
、
時
間
、
歴
史
」
で
は
、
文
字
の
伝
来
か
ら
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
の
元
号
制
の
採
用
を
経
て
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
『
日
本
書
紀
』

の
歴
史
書
編
さ
ん
ま
で
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
文
字
は
、
弥
生
時
代
に
中

国
か
ら
倭
の
社
会
に
伝
わ
っ
た
の
ち
、
六
世
紀
中
ご
ろ
に
な
っ
て
、
人
々
を
登
録
し

管
理
す
る
と
い
っ
た
支
配
・
行
政
上
の
必
要
性
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

し
、
文
字
を
記
す
た
め
に
中
国
で
一
般
的
に
使
わ
れ
た
木
・
竹
の
う
ち
、
倭
の
社
会

で
は
竹
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
経
由
地
の
朝
鮮
半
島
で
木
の
筆
記
文
化
が
選
択

・
醸
成
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
記
述
は
、
と
く
に
八
世
紀
以
降
に
日
本
各
地
で

使
わ
れ
た
木
簡
を
考
え
た
と
き
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

第
二
章
の
「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
列
島
」
で
は
、
五
～
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

の
情
勢
と
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
は
、

五
世
紀
の
朝
鮮
半
島
は
、
倭
に
と
っ
て
資
源
と
文
化
の
依
存
先
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
国
内
統
治
に
必
要
な
武
具
製
作
の
た
め
に
、
不
足
し
て
い
た
鉄
資
源
を
依
存
し

て
い
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
木
簡
に
つ
い
て
も
、
奈
良
の
平
城
京
跡
か
ら
多
数
出
土
し

て
い
る
も
の
と
同
様
の
も
の
が
、
韓
国
で
も
出
土
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

日
本
で
は
荷
札
木
簡
の
上
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
が
多
い
な
か
で
、
七
世
紀

末
～
八
世
紀
初
頭
に
は
、
下
端
だ
け
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
と

類
似
し
た
も
の
が
加
耶
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
六
世
紀
半
ば
の
も
の
に
多
い
こ
と
か

ら
、
日
本
の
木
簡
文
化
も
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
漢
字
や
文
章
表
現
で
も
、
中
国
に
な
く
、
日
本
に
み
ら
れ
る
漢
字
や
文
章
表

現
に
、
語
順
が
同
じ
新
羅
語
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
の
は
、
日
本
語
を
漢
字
で
記

す
方
法
が
、
最
初
は
朝
鮮
半
島
で
行
わ
れ
た
方
法
を
取
り
い
れ
な
が
ら
行
っ
た
た
め

で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
中
国
一
辺
倒
と
思
わ
れ
が
ち
な
日
本
の
漢
字
文
化
の
採
用
も

決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
宝
律
令
以

降
で
は
、
日
本
で
は
制
度
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
た
と
え
ば
、
年
号

の
採
用
や
都
を
長
安
の
都
城
制
に
倣
う
な
ど
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ま
で
の
地
方
行
政
単

位
の
「
評
」
は
朝
鮮
半
島
の
行
政
単
位
の
名
称
で
あ
っ
た
が
、
中
国
で
使
わ
れ
た
名

称
の
「
郡
」
に
変
え
た
り
、
官
人
の
身
分
を
示
す
冠
位
も
位
階
と
し
、
徳
目
を
示
す

漢
字
の
冠
位
か
ら
数
値
に
よ
っ
て
上
下
関
係
を
示
す
も
の
に
変
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
指
向
性
が
朝
鮮
半
島
か
ら
唐
へ
と
大
幅
に
変

化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
、
遣
唐
使
に
よ
る
唐
と
の
関
係
、
新
羅
使
・
遣
新

羅
使
に
よ
る
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
、
さ
ら
に
渤
海
使
に
よ
る
新
興
国
渤
海
と
の
関
係

等
に
つ
い
て
も
述
べ
、
そ
の
な
か
で
日
本
海
を
直
接
、
横
断
し
て
東
北
や
北
陸
地
方

の
沿
岸
へ
来
着
し
た
渤
海
使
の
蝦
夷
と
の
接
触
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

第
三
章
の
「
「
日
本
」
の
内
と
外
」
で
は
、
日
本
と
外
国
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、

そ
の
主
体
者
で
あ
る
人
々
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
五
世
紀
以
降
、
百
済
か
ら

渡
来
し
た
渡
来
人
・
帰
化
人
に
よ
っ
て
、
陶
質
土
器
（
須
恵
器
）
の
生
産
、
鍛
冶
・

と
う
し
つ

す

え

機
織
り
・
木
工
な
ど
の
高
度
な
技
術
、
そ
し
て
仏
教
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
寺
院
建

築
に
不
可
欠
な
寺
工
、
金
属
部
品
の
製
造
、
造
瓦
・
画
工
な
ど
の
技
術
者
も
渡
っ
て

来
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
陸
奥
国
の
産
金
遺
跡
の
発
見
に
は
彼
ら
の
子
孫
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
遣
唐
使
と
し
て

唐
に
渡
っ
た
あ
と
、
唐
で
生
活
し
一
生
を
終
え
た
留
学
生
・
留
学
僧
に
つ
い
て
も
思

い
を
寄
せ
、
ま
た
、
外
交
上
必
要
な
漢
語
な
ど
の
外
国
語
の
通
訳
の
養
成
や
そ
の
実

情
に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
日
本
語
習
得
の
た
め
に
新
羅
か
ら
「
学
語

生
」
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、
列
島
内
の
外
国
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で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
辺
境
地
域
に
お
け
る
日
本
と
蝦
夷
社
会
と
の
関
わ
り
、
城
柵
官

衙
の
設
置
に
よ
る
支
配
過
程
、
そ
し
て
九
州
南
部
の
隼
人
社
会
、
さ
ら
に
、
よ
り
南

の
島
々
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

第
四
章
の
「
国
家
と
役
人
」
で
は
、
国
家
の
諸
制
度
の
確
立
に
伴
い
整
備
さ
れ
て

く
る
役
人
関
連
の
制
度
を
中
心
に
、
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
服
装
か
ら
作
法
、
勤

務
の
仕
方
・
勤
務
時
間
等
、
上
級
職
員
・
下
級
職
員
、
技
術
者
の
確
保
、
職
員
の
出

世
、
文
書
の
も
つ
意
味
、
文
字
の
練
習
、
戸
籍
制
度
・
は
ん
こ
、
軍
隊
の
設
立
、
そ

し
て
仏
教
の
興
隆
、
地
方
行
政
等
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
文
書
に
つ
い
て
は
、
出

土
す
る
木
簡
に
よ
っ
て
、
文
書
の
様
式
が
大
宝
律
令
の
前
後
で
は
、
中
国
風
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
地
方
か
ら
届
け
ら
れ
る
各
種
の
報
告
書
の
量
が
膨
大

な
も
の
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
文
書
の
チ
ェ
ッ
ク
・
整
理
・
保
管
等
、
役
人
の
事
務

量
が
膨
大
に
増
え
た
こ
と
、
ま
た
、
中
央
に
提
出
す
る
文
書
に
は
紙
が
使
わ
れ
た
が
、

紙
以
前
か
ら
の
木
も
多
量
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
木
簡
や
紙
の
使
い
方
、

紙
の
貼
り
方
、
送
り
方
に
つ
い
て
も
述
べ
、
さ
ら
に
、
当
時
の
役
人
の
文
字
練
習

（
習
書
）
用
と
し
て
、
『
論
語
』
・
『
千
字
文
』
等
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
述

べ
て
お
り
、
公
務
員
生
活
を
長
く
し
て
き
た
評
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
身
近
で
興
味

深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
籍
制
度
を
導
入
し
た
の
は
、
六
六
三
年
の
白

村
江
の
戦
い
で
倭
が
救
援
し
た
百
済
軍
が
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
大
破
し
た
こ
と
を
受

け
、
強
固
な
国
家
を
作
る
た
め
に
兵
士
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
、

人
々
か
ら
兵
士
を
徴
発
す
る
徴
兵
制
を
導
入
し
、
諸
国
に
軍
団
を
設
置
し
た
こ
と
、

ま
た
、
七
世
紀
以
降
、
国
家
支
配
維
持
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
国
家
が

仏
教
を
普
及
さ
せ
て
い
く
政
策
を
と
る
な
か
で
、
各
地
で
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
写
経

事
業
が
広
が
っ
て
い
く
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
の
「
万
葉
び
と
の
生
活
誌
」
で
は
、
『
万
葉
集
』
な
ど
の
文
献
や
考
古
資

料
に
基
づ
き
、
衣
・
食
・
住
、
子
供
の
誕
生
、
子
供
と
社
会
、
名
前
の
つ
け
方
、

人
々
へ
の
賦
課
、
春
～
冬
の
過
ご
し
方
、
文
字
の
普
及
状
況
、
人
々
の
遊
び
、
病
気

へ
の
対
処
、
仏
教
と
信
仰
、
ま
じ
な
い
、
葬
送
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
、
庶
民
の
当
時
の
一
日
の
食
事
は
朝
夕
二
回
で
あ
り
、
一
回
の
食
事
は

主
食
と
一
汁
一
菜
程
度
と
あ
っ
た
と
し
、
主
食
の
米
・
雑
穀
の
ほ
か
、
野
菜
・
魚
介

・
調
味
料
・
食
器
の
内
容
に
つ
い
て
を
述
べ
、
名
前
の
つ
け
方
で
は
、
男
性
に
は

「
○
○
ま
ろ
」
、
女
性
に
は
「
○
○
め
」
が
多
く
、
こ
の
音
に
合
わ
せ
た
用
字
が
あ

る
。
ま
た
、
動
物
に
ち
な
む
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
人
々
の
負
担
で
は
租
・
庸
・
調

・
雑
徭
の
ほ
か
、
出
挙
（
稲
の
貸
し
付
け
）
な
ど
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
述

ぞ
う
よ
う

す

い

こ

べ
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
逃
亡
・
浮
浪
の
者
が
頻
発
し
、
労
働
者
な

ど
と
し
て
各
地
へ
流
れ
る
現
象
が
生
じ
た
旨
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
で
は
、
八

世
紀
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
ま
じ
な
い
の
土
器
で
あ
っ
て
、

ぼ
く
し
ょ

文
字
は
当
時
の
庶
民
に
と
っ
て
は
ま
だ
記
号
的
な
側
面
が
強
く
、
都
周
辺
は
と
も
か

く
と
し
て
、
日
本
全
体
で
は
、
ま
だ
集
落
に
文
字
は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
県
で
は
、
九
世
紀
以
降
に
な
っ
て
、
墨
書
土
器
が
次

第
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
遊
び
で
は
、
双
六
や
囲
碁
な
ど
の
大
人
の
遊

す
ご
ろ
く

び
、
独
楽
や
竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
述
べ
、
死
と
葬
送
で
は
、
仏

教
普
及
と
と
も
に
土
葬
一
辺
倒
の
な
か
で
火
葬
が
普
及
し
て
い
く
状
況
を
述
べ
て
い

る
。最

終
章
の
第
六
章
、
「
開
発
と
環
境
問
題
」
で
は
、
古
代
に
行
わ
れ
た
開
発
工
事

に
つ
い
て
述
べ
、
中
央
だ
け
で
な
く
地
方
豪
族
が
行
っ
た
地
域
の
開
発
の
実
情
に
も

ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
馬
制
の
実
情
に
つ
い
て
も
述
べ
、
七
世
紀
後
半
に
は
幅
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十
二
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
直
線
道
路
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
駅

馬
の
通
る
道
で
は
あ
る
が
、
軍
隊
の
通
る
道
で
も
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

八
世
紀
前
半
に
は
、
平
城
京
の
み
な
ら
ず
地
方
で
も
国
府
関
連
の
建
設
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
平
城
京
を
つ
く
る
際
に
、
そ
れ
以
前
の
古
墳
を
破
壊
し
て
い
る
事
実
を
あ
げ
、

都
市
建
設
が
最
優
先
さ
れ
た
状
況
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
ゴ
ミ
・
排

泄
物
の
問
題
な
ど
新
た
に
都
市
の
衛
生
問
題
が
発
生
し
、
さ
ら
に
、
都
市
建
設
に
伴

う
建
築
用
木
材
の
大
量
伐
採
に
よ
っ
て
、
森
林
破
壊
が
増
長
し
、
製
塩
・
須
恵
器
製

作
用
の
薪
を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
林
争
い
が
発
生
す
る
な
ど
、
古
代
国
家
の
生
産
・
流

通
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
本
書
へ
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

本
書
は
律
令
国
家
形
成
期
の
国
家
と
国
民
の
生
活
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
述

べ
た
も
の
で
、
従
来
、
こ
の
時
代
を
扱
っ
た
も
の
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
政
治

史
的
立
場
で
述
べ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
な
か
で
、
本
書
は
こ
れ
を

意
識
的
に
排
除
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
日
本
と
い
う
国
の
形
成
過
程
、
わ
が
国
の

お
か
れ
た
国
際
的
状
況
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
項
目
仕
立
て
で
述
べ
、
さ
ら
に
、

当
時
の
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
国
を
支
配
す
る
側
の
公
務
員
の
生
活
だ
け
で
な

く
、
支
配
さ
れ
る
側
の
農
民
の
生
活
等
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
述
べ
、
し
か
も
双
方

の
側
の
人
々
の
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
労
・
悩
み
と
い
っ
た
心
の
部
分
を
感
じ
さ
せ
る

記
述
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
生
ず
る
自
然

破
壊
と
い
っ
た
現
在
に
通
ず
る
矛
盾
点
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
り
、
い
ま
の
私
た
ち

に
と
っ
て
も
非
常
に
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
わ
か
り
や
す
さ
・
親
し
み
や
す
さ
の
工
夫
は
、
本
文
以
外
に
も
随
所
に
配
さ

れ
る
写
真
や
図
か
ら
も
わ
か
る
。
使
わ
れ
た
図
版
数
は
、
文
献
資
料
に
く
ら
べ
発
掘

調
査
に
よ
る
出
土
品
や
遺
構
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
。
そ
の
多
く
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
著
者
ご
専
門
の
出
土
文
字
、
と
く
に
木
簡
や
漆
紙
文
書
が
占
め
て
は
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
も
多
く
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
配
慮
が
み
ら
れ
る
。

著
者
が
「
は
じ
め
に
」
の
な
か
で
述
べ
た
、
律
令
国
家
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程

の
な
か
で
、
「
人
々
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
、
時
代
が
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
動
か

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
」
を
意
識
し
て
考
え
て
み
た
い
と
す
る
姿
勢
は
、
本
書

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、
第
一
～
五
章
の
各
章
終
わ
り
に
は
、
コ
ラ
ム
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、
奈

良
時
代
の
人
口
、
石
造
り
の
都
、
外
国
か
ら
き
た
動
物
、
富
本
銭
と
和
同
開
珎
等
を

ふ

ほ

ん
せ

ん

配
し
、
最
近
の
発
掘
成
果
な
ど
も
取
り
い
れ
て
興
味
深
く
読
ま
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
巻
末
の
参
考
文
献
・
索
引
・
年
表
も
読
者
に
と
っ
て
非
常
に
親
切
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
を
読
む
に
当
た
っ
て
、
評
者
は
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
み
か
た

と
は
違
っ
た
み
か
た
で
、
実
は
読
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
、
著
者
が
古
代

に
お
い
て
、
律
令
国
家
の
支
配
が
及
ば
な
か
っ
た
青
森
県
域
な
ど
の
「
化
外
の
地
」

が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
で
あ
り
、
評
者
が
こ
れ
ま
で
、
そ

の
地
域
で
遺
跡
調
査
に
関
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
と
お
お
い
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
本
書
の
第
三
章
に
十
頁
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
実

は
ほ
っ
と
し
た
。
評
者
の
住
む
青
森
県
な
ど
東
北
地
方
北
部
地
域
が
、
あ
ま
り
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
杞
憂
で
あ
っ
た
。
本
県
域
等
に
当
時
住
ん
で
い
た
「
蝦
夷
」
の
問
題
に
つ
い

て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
斉
明
紀
」（
七
世
紀
後
半
）
に
あ
る
阿
倍
比
羅
夫
の
北
上

に
始
ま
る
蝦
夷
支
配
の
過
程
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
な
か
で
、
従
来
の
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蝦
夷
は
国
家
の
征
討
対
象
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
絶
え
ず
戦
争
状
態
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
、
日
常
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
必
要
と
す

る
場
面
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
と
し
、
八
世
紀
後
半
に
は
次
第
に
城
柵
官
衙
を
中

心
と
し
た
移
民
と
蝦
夷
の
共
生
す
る
社
会
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
述

べ
て
い
る
の
は
、
評
者
の
乏
し
い
考
古
学
的
知
識
に
照
ら
し
て
も
、
無
理
な
く
納
得

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
本
県
の
八
戸
市
丹
後
平
古

た
ん

ご
た

い

墳
群
や
同
古
墳
群
出
土
の
大
刀
柄
頭
・
和
同
開
珎
等
、
さ
ら
に
、
東
北
地
方
の
蝦
夷

た
ち
つ
か
が
し
ら

社
会
に
つ
い
て
も
各
地
の
城
柵
官
衙
遺
構
な
ど
の
考
古
資
料
を
多
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
地
域
重
視
の
姿
勢
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
本
県
で
は
、
近
年
、
八
戸
市
や
お
い
ら
せ
町
な
ど
県
南
地
域
を
中
心
と
し

て
、
七
世
紀
後
半
以
降
の
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
須
恵
器
や
馬
具
類
、
位
階
を
示
す
石せ

き

帯
の
出
土
、
さ
ら
に
県
内
各
地
で
九
世
紀
以
降
の
馬
産
を
思
わ
せ
る
馬
歯
・
骨
類
の

た
い発

見
例
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
森
市
朝
日
山
（
二
）
遺
跡
で
は
奈
良
時
代
の

唐
式
鏡
（
伯
牙
弾
琴
鏡
）
、
同
市
新
田
（
一
）
遺
跡
で
は
平
安
時
代
中
期
と
さ
れ
る

は
く
が
だ
ん
き
ん
き
ょ
う

に

っ

た

木
製
馬
形
な
ど
の
祭
祀
具
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
さ
ら
に
木
簡
と
い
っ
た
従
来

ま
っ
た
く
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
出
土
す
る
な
ど
、
十
年
前
ま
で
と
は
か
な
り

違
っ
た
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
州
北
端
の
地
に
も
、
こ
の
よ
う
に
律
令
社
会

と
類
似
し
た
出
土
品
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え
て
お
り
、
律
令
社
会
と
の
関
わ

り
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
律
令
国
家
や
社
会
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
日
常
的
に
接
す
る
こ
と
が
な
い
私
た
ち
は
、
知
ら
な
い
部
分
が
多
す
ぎ
る
わ
け

で
、
こ
の
点
、
一
冊
で
わ
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
た
本
書
は
、
非
常
に
参
考
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
時
代
の
東
北
地
方
北
部
の
社
会
背
景
を
考
え
た

り
、
歴
史
像
を
描
く
う
え
で
も
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
申
し
分
が
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
あ

え
て
探
す
と
す
れ
ば
、
非
常
に
些
細
な
点
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
百
十
頁
の
中
国
吉
林

省
の
集
安
市
に
あ
る
有
名
な
「
高
句
麗
好
太
王
碑
」
写
真
で
あ
る
。
他
の
書
籍
に
も

使
わ
れ
る
写
真
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
八
月
に
現
地
で
見
て
来
た
ば
か
り
で
あ
る
。

現
在
は
ガ
ラ
ス
壁
の
鞘
堂
の
な
か
に
立
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
写
真
の
よ
う
な
状

況
は
も
う
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
、
著
者
ご
自
身
は
す
で
に
ご
存
じ
か

と
思
う
の
で
、
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
誤
解
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

さ
て
、
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
鐘
江
宏
之
氏
は
、
現

在
、
学
習
院
大
学
准
教
授
で
あ
る
が
、
実
は
、
ご
存
じ
の
か
た
も
多
い
と
思
う
が
、

平
成
八
年
か
ら
十
五
年
ま
で
は
弘
前
大
学
人
文
学
部
で
古
代
史
を
担
当
さ
れ
て
い
た

研
究
者
で
あ
る
。
木
簡
や
漆
紙
文
書
な
ど
遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
を
専
門
と
さ
れ
、

文
献
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
本
県
に
お
い
て
、
平
安
時
代
等
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る

墨
書
土
器
や
刻
書
土
器
の
文
字
資
料
に
注
目
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
『
新
青
森
市
史

資
料
編
１

考
古
』
（
二
〇
〇
六
年
）
や
『
青
森
県
史

資
料
編

古
代
２

出

土
文
字
資
料
』
（
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
も
執
筆
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
と
は
非
常

に
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
研
究
者
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

本
書
は
、
わ
が
国
古
代
の
歴
史
に
興
味
を
も
た
れ
る
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

本
県
な
ど
東
北
地
方
の
古
代
史
に
関
心
を
も
た
れ
る
か
た
、
そ
し
て
考
古
学
・
埋
蔵

文
化
財
関
係
の
か
た
に
も
一
読
を
勧
め
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
三
六
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
小
学
館
、
価
格
二
五
二
〇
円
）

（
ふ
く
だ
・
と
も
ゆ
き

前
青
森
県
立
郷
土
館
副
館
長
）


